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測定技術の概要

人工膝関節置換術に使用される金属製脛骨トレイの耐久性を評価いたします。

金属製脛骨トレイの静的および疲労強度測定

Cat.No 3S3J-168-00-140306

ISO 14879-1またはASTM F1800に準拠して、実験室条件下で人工膝関節に用いられる脛骨トレイの疲労試験を実施いたし
ます。

疲労試験概略図

動的試験 ： 10kN最大荷重

10荷重比（最小荷重/最大荷重）

500万回（ISO 14879-1） または 1,000万回（ASTM F1800）最大繰り返し数

≦10Hz※荷重周波数

圧縮曲げ疲労試験試験方法

恒温、恒湿、大気中試験環境

ISO 14789-1、ASTM F1800対応する規格

【試験概要】

※10Hz以上の荷重周波数を希望される場合はご相談願います。

②中央竜骨有り

圧力中心

スペーサ

球面圧子包埋材：
エポキシ樹脂等

①中央竜骨無し


